




【CVITレジストリー委員会の主な役割：QI推進の観点から】

1. 質の高いデータの収集・管理

•J-PCI、J-SHD、J-EVTなどのレジストリープロジェクトを通じて全国データを継続的に収集。

•データの**標準化・精度管理（データクレンジング）**を通じて信頼性を確保。

•センター毎の入力精度の評価・フィードバック。

2. アウトカムの可視化・ベンチマーキング

•症例特性やリスク補正を加味したセンター別・オペレーター別のパフォーマンス指標を作成。

•自施設と全国平均との比較（ベンチマーキング）により、各施設の改善点を浮き彫りに。

3. QI指標の開発と活用

•構造指標（例：緊急対応体制の有無）、プロセス指標（例：ガイドライン遵守）

アウトカム指標（例：30日死亡率、合併症率）をもとにQIスコアを開発。

•これらを基に、施設向けのフィードバックレポートを発行。

4. 政策提言・連携

•厚労省や医療機関認定機構などに対して、エビデンスに基づく提言を行い、

構造的QIの推進（例：適正配置の議論や専門施設の認定基準構築）。

•日本循環器学会など関連学会との連携による包括的な循環器QI戦略の中核。





Thank you always for your kind corporation.
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